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名寄市教育目標 
 天塩川にはぐくまれた実りある大地に生きる私たち名寄市民は 

郷土の歴史と文化を継承し 国際の時代をしなやかにたくましく生

き、ともに支え合い うるおいと生きがいのある社会の実現をめざ

してこの目標を定めます。 

１ 北国の風土に生き たくましく成長する人をはぐくみます 

２ 自ら学び 創造的に生きる人をはぐくみます 

３ ふれあいを大切にし 心豊かな人をはぐくみます 

４ 勤労と責任を尊び よりよい社会を築く人をはぐくみます 

５ 新しい時代を切り拓き 郷土の発展に尽くす人をはぐくみます 

平成19年4月1日 制定   

 

平成29年度名寄市学校教育推進計画 
【基本理念】 
 

 

 

 

 

 

 

【学校経営の方針】 
 

 ─ ה ─  

(１) 学校の自主性・自律性を発揮し、時代の要請に応える創意に富む学校経営の充実

に努める。 

(２) 本市の自然環境や人材などの教育資源を生かしながら、特色のある多様な教育活

動を展開し、児童生徒が意欲的に学校生活に取り組むことができる、特色ある学校

づくりの推進に努める。 

 

 ⅛⌂ ╩ ≡╢ ─  

(１) 基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解決

するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能力を育成する言語活動の充実

に努める。 

(２) 豊かなコミュニケーション能力を育てるために相手の考えや意見を正しく理解し、

自らの考えや意見を適切に伝える教育活動の充実に努める。 

 

 ⅛⌂ ╩ ≡╢ ─  

(１) 基本的な倫理観を身に付けさせるとともに、本市が有する自然環境や歴史、伝統、

文化などの特性を生かしながら、自らの生き方を支える人間尊重の精神や生命への

畏敬、思いやりの心や美しいものに感動する心など豊かな心を育成する道徳教育の

 

⌐ ─ ╩╙∟⁸ ╩ ™╛╢ ⅛⌂ ─ ╩ ∆

╢≤≤╙⌐⁸ ה ─ ╩╙∟⁸⇔⌂╛⅛⌐√ↄ╕⇔ↄ ⅝⌠ↄ↓

≤─≢⅝╢ ─ ⌐ ╘╢⁹ 
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充実に努める。 

(２) 社会性や豊かな人間性を育み、社会の一員としての自覚を促すため、学校と地域

社会との連携の下で、自然環境など本市が有する優れた教育資源を生かした多様な

体験活動やボランティア活動等の充実に努める。 

 

 ╛⅛⌂ ╩ ≡╢ ─  

(１) 生涯にわたって運動等に親しむ資質や能力を育成するため、学校と家庭、地域社

会が連携を深めながら、運動する機会の拡充に努める。 

(２) 日常生活において自己の健康の保持増進を図るために必要な実践力を身に付け、

生涯を通じて健康で生き生きとした生活を送ることができるよう、学校と家庭、地

域社会が相互に連携を深めながら、健康教育の推進に努める。 

 

ה  ─  

(１) 年度の重点教育目標の達成状況等について評価する自己評価の実施とその公表や

保護者・地域住民等による学校関係者評価の充実に努める。 

(２) 学校評価を効果的に生かすことで今日的な教育課題を的確に受け止め、その課題

解決を図り、活力ある学校経営の充実に努める。 

(３) 教職員の特質や経験を生かす校務分掌を組織し、学校職員評価を機能させながら

教育目標を効果的に達成する学校経営の推進に努める。 

 

 ─  

(１) 生命の尊さを自覚し、校内外の事故や交通事故から自らを守る能力や態度を身に

付けさせる安全指導の充実に努めるとともに、家庭や地域社会と一体となった事故

の未然防止体制の確立に努める。 

(２) 教職員の危機管理意識を高めるとともに組織体制の確立と機能の充実を図り、危

機管理マニュアルや安全マップの充実、登下校時の通学路における児童生徒の安全

確保などに努める。 

(３) 校内研修等において服務規律ハンドブック等を活用し、教職員の服務規律の保持

の徹底に努める。 

 

 ⅛╣√ ≠ↄ╡─  

(１) 学校の教育活動その他の学校運営の状況について保護者等に積極的に情報提供す

る取組の充実に努める。 

(２) 学校評議員制度の充実を図るなど、学校と家庭、地域社会との連携をより深め、

期待と信頼に応える開かれた学校づくりの推進に努める。 

 

 ─ ה ─  

(１) 「小・中連携チェックリスト」等を活用するなどして、幼稚園、保育所、小・中

学校間、高等学校との滑らかな接続に配慮した教育計画を作成し、実施に努める。 
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【学校教育活動の重点】 
 

  

(１) 新学習指導要領の内容を視野にいれながら、知・徳・体の調和のとれた児童生徒

の育成を目指し、地域や学校の実態及び児童生徒の心身の発達の段階や特性を十分

考慮して、適切な教育課程を編成、実施し、不断の評価、改善に努める。 

(２) 創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する中で、基礎的・基本的な知識及

び技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、

判断力、表現力その他の能力を育むとともに、主体的に学習に取り組む態度を養い、

個性を生かす教育の充実に努める。 

(３) 教育課程全体のバランスを図りながら、地域や学校及び児童生徒の実態等を考慮

し、学習指導要領に基づいて各教科等の教育活動を適切に実施するための授業時数

を具体的に定め、指導に必要な時間の実質的な確保に努める。 

(４) 学校がその目的を達成するため、地域や学校の実態等に応じ、家庭や地域の人々

の協力を得るなど家庭や地域社会との連携を深めることに努める。また、学校相互

の連携や交流を図るとともに、障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習や高

齢者などとの交流の機会の設定に努める。 

  

  

(１） 授業を効率的に進め、児童生徒の自ら学ぶ態度を養うよう、全小中学校で一貫

して取り組む学習規律や学校として必要な学習規律の徹底に努める。 

(２) 国語科における指導はもとより、その他の教科等においても、児童生徒による発

表や討議、ノート記述、レポート作成などの言語活動を適切に位置付け、豊かな言

語能力を育成する指導の充実に努める。 

(３) 児童生徒が日常生活における言語の役割や機能などについて意識や関心をもって

正しい国語を用いるよう指導することが必要であり、また、教師自身が児童生徒よ

り一層言語に対する意識と関心をもって指導に当たるとともに、学校生活全体にお

ける言語環境の整備に努める。 

(４) 体験的な学習や基礎的・基本的な知識及び技能を活用した問題解決的な学習を重

視するとともに、児童生徒の興味・関心を生かし、自主的、自発的な学習の促進に

努める。 

(５) 自主的に学ぶ態度を育てるために、児童生徒が学習の見通しを立てたり学習した

ことを振り返ったりする活動を計画的に取り入れた指導の充実に努める。 

(６) 児童生徒が学習内容を確実に身に付けることができるよう、学校や児童生徒の実

態に応じ、個別指導やグループ別指導、繰り返し指導、学習内容の習熟の程度に応

じた指導、児童生徒の興味・関心等に応じた課題学習、補充的な学習や発展的な学

習などの学習活動を取り入れた指導、教師間の協力的な指導など指導方法や指導体

制を工夫改善し、個に応じた指導の充実に努める。 

(７) 児童生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価するとともに、指導の過程や

成果を評価し、指導の改善を行い学習意欲の向上に生かす評価の工夫に努める。 

(８) 家庭との連携を図りながら、授業の内容と関連付けた宿題を与え、予習－授業－

復習のサイクルに基づく学習習慣の確立や学習内容の定着を図る指導の充実に努め

る。 

(９) 海外から帰国した児童生徒については、学校生活への適応に配慮するとともに、

外国における生活経験を生かすなどの適切な指導に努める。 
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(10) 児童生徒にコンピュータ等の操作の仕方や情報モラルを身に付けさせ、情報手段

を効果的に活用できるようにするための学習活動の充実に努める。 

(11) 図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童生徒の主体的、意欲的な学

習活動や読書活動の充実に努める。 

(12) 外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深めたり、積極的にコミュ

ニケーションを図ろうとする態度を育てる指導の充実に努める。 

 

  

(１) 校長や教頭などの参加、他の教師との協力的な指導などについて工夫し、道徳教

育推進教師を中心とした指導体制の充実に努める。 

(２) 道徳科が学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要としての役割を果たすこ

とができるよう、計画的・発展的な指導に努める。 

(３) 児童生徒自ら道徳性を養う中で、自らを振り返って成長を実感したり、これから

の課題や目標を見付けたりすることができるような工夫に努める。 

(４) 児童生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する

力などを育むことができるよう、自分の考えを基に話し合ったり書いたりするなど

の言語活動の充実に努める。 

(５) 児童生徒の発達の段階や特性等を考慮し、指導のねらいに即して、問題解決的な

学習、道徳的行為に関する体験的な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法の工

夫に努める。 

(６) 児童生徒の発達の段階や特性等を考慮し、情報モラルに関する指導の充実に努め

る。 

(７) 道徳科の授業を公開したり、授業の実施や地域教材の開発や活用などに家庭や地

域の人々、各分野の専門家等の積極的な参加や協力を得たりするなど、家庭や地域

社会との共通理解を深め、相互の連携に努める。 

(８) 児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、指導に生かす

よう努める。 

 

  

(１) 各教科、道徳、外国語活動及び総合的な学習の時間などの指導との関連を図ると

ともに、家庭や地域の人々との連携、市民文化センターＥＮ-ＲＡＹホール等の社

会教育施設の活用などを工夫した全体計画や年間指導計画を作成、実施し、不断の

評価、改善に努める。 

(２) 学校や児童生徒の実態に即して指導のねらいを明確にした題材を設定し、諸問題

を解決しようとする自主的、実践的な態度や健全な生活態度を育てる学級活動の充

実に努める。 

(３) 自発的、自治的な活動を促す児童会・生徒会活動、クラブ活動や部活動、その他

の教科外活動において児童生徒自らが意欲的に参加する効果的な指導体制の確立に

努める。 

(４) 全校または学年を単位として、学校生活に秩序と変化を与え、集団への所属感や

連帯感を深め、公共の精神を養う学校行事の工夫に努める。 

 

 ⌂ ─  

(１) 学校における全教育活動との関連の下に、目標及び内容、育てようとする資質や

能力及び態度、学習活動、指導方法や指導体制、学習の評価計画などを示した全体

計画及び年間指導計画を作成、実施し、不断の評価、改善に努める。 
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(２) 各教科、道徳、外国語活動及び特別活動で身に付けた知識や技能等を相互に関連

付け、学習に生かすとともに、「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「ま

とめ・表現」の探究的な学習過程を確立し、それが発展的に繰り返される学習活動

の工夫に努める。 

(３) 互いの発見の共通点と相違点を考えたり、異なる視点から意見を交換したりする

など、他者と協同して課題を解決しようとする学習活動の展開に努める。 

(４) 学校図書館の活用、他の学校との連携、各地区の公民館、市立図書館、市立天文

台、北国博物館等の社会教育施設や社会教育関係団体等との連携、地域の教材や学

習環境の積極的な活用などの工夫に努める。 

 

  

(１) 児童生徒の自己実現を図るため、学習指導を含む日常の学校生活において、児童

生徒の発達段階に応じた自己選択や自己決定の場や機会を設定し、自己指導能力を

育成する取組の充実に努める。 

(２) 児童生徒理解のねらいを明確にし、資料収集や研修などを通して多面的・総合的

な理解に努めるとともに、児童生徒の悩みや困難の解決を援助する教育相談の充実

に努める。 

(３) いじめや不登校、薬物乱用、ネット上のいじめや出会い系サイト等による福祉犯

被害などの未然防止を図り、早期発見・早期指導を行うため、校内の協力体制を確

立するとともに、家庭や地域社会、生徒指導連絡協議会や教育相談センター、名寄

市立大学等の関係機関との連携強化に努める。 

(４) 学校いじめ防止基本方針に基づき、校長の強力なリーダーシップの下、教職員の

一致協力体制を確立し、名寄市教育委員会と適切な連携を図りながら、「名寄市小

中学校いじめ防止サミット」など児童生徒が主体的に取り組むいじめ防止等のため

の対策を総合的かつ効果的に推進する。 

(５) 日ごろから学級経営の充実を図り、教師と児童生徒の信頼関係及び児童生徒相互

の好ましい人間関係を育てるとともに生徒理解を深め、生徒指導の充実に努める。 

 

 ┼⅝ ה  

(１) 小規模校の特性を生かし、地域社会と一体となった特色ある教育活動の推進を図

る指導計画を作成、実施し、不断の評価、改善に努める。 

(２) 地域の自然や文化などの教育資源を活用し、体験的・問題解決的な活動を取り入

れた指導の工夫に努める。 

(３) 児童生徒に学び方を身に付けさせ、主体的な学習を促す「直接指導」や「間接指

導」の充実に努める。 

(４) 児童生徒の社会性や創造性の伸長を図るため、集合学習や交流学習等の促進に努

める。また、集合学習や交流学習等の計画、実施を通して、授業実践交流や研修の

共同化に努める。 

 

 ◐ꜗꜞ▪  

(１) 各学校において定めるキャリア教育の目標や内容、育成すべき能力や態度、各教

科等との関連、指導方法や指導体制、評価の観点などを示した全体計画及び年間指

導計画を作成、実施し、不断の評価、改善に努める。 

(２) 社会見学や職場体験活動等を効果的に実施し、児童生徒の望ましい勤労観や職業

観を育てる指導の充実に努める。 

(３) 児童生徒が自分のよさに気付き、将来の夢や目標の実現に向かって学び続けるこ
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とができるよう、教育相談や進路指導等の充実に努める。 

 

ה   

(１) 生涯スポーツの観点に立ち、スキー、カーリングなど地域の教育資源を生かした

活動や縄跳びなど各学校の特色を生かした体力づくりの「１校１実践」の取組等の

充実に努める。 

(２) 全国体力・運動能力、生活習慣等調査の結果を踏まえ、児童生徒一人一人の運動

経験や技能の程度などに応じた指導や児童生徒自らが体力・運動能力の課題の解決

に取り組む活動の工夫に努める。 

(３) 学校における適切な環境衛生を保持するとともに、疾病や感染症予防などに対す

る意識を高め、児童生徒の健康の保持増進を図る指導の充実に努める。 

(４) 児童生徒の発達段階に応じた指導内容を明確にし、性や大麻等の薬物乱用防止な

ど健康に関する指導の徹底に努める。 

(５) 家庭と連携して「早寝・早起き・朝ご飯」運動の実施や給食指導等を通して正し

い食生活の習慣化を図るなど食育の充実に努める。 

(６) 食物アレルギーを有する児童生徒が安全に学校給食を楽しむことができるよう、

児童生徒の実態等を踏まえた適切な対応に努める。 

 (７) 児童の口の健康と虫歯予防のため、全小学校でフッ化物洗口の適切な実施に努

める。 

(８) 学校・家庭・地域が連携した防犯教室や避難訓練の実施など、事件や事故、非常

災害時に児童生徒が自ら安全に行動できる力を育てる指導の充実に努める。 
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(１) 教育支援委員会の効果的な運営を推進するとともに関係機関と緊密な連携を図り、

就学指導及び中学校における進路指導の充実に努める。 

(２) 児童生徒一人一人の教育的ニーズに適切に対応するため、校内における全校的な

支援体制を確立し、特別支援教育コーディネーターを中心とした教育支援委員会の

機能の充実に努める。 

(３) ＬＤやＡＤＨＤ、高機能自閉症など困り感のある児童生徒への教育支援の充実に

向け、特別支援学校や特別支援教育専門家チーム等による教育相談を活用しつつ家

庭や医療・福祉等の関係機関と連携して、個に応じた指導目標や内容、指導方法、

指導体制の工夫に努める。 

 

11  

(１) 姉妹都市や近隣諸国との国際交流の促進、ＡＬＴやネイティブ・スピーカーの活

用を図るなどして、国際理解と豊かな地域文化の創造を促す教育活動の推進に努め

る。 

 

12  

(１) 今日的な教育課題の解決に向けて、名寄市教育研究所の研究班活動や教育改善プ

ロジェクト委員会の取組等との連携を図り、小中学校が一体となった研修の推進に

努める。 

(２) 学校の教育課題の解決に向けて、教職員一人一人の参画意識を高め、専門性・創

造性を発揮させる校内研修の推進に努める。 

(３) 教職員の専門性や指導力を高めるため、各種研修会への参加など教職経験に応じ

た研修の充実に努める。 



14 

 

 

13 ─  

(１) 小規模校における通学区域外の就学制度(バリアフリースクール)を設け、豊かな

自然環境に恵まれた本市の校外小規模においては、児童生徒の豊かな心とたくまし

い体を育成するため、基幹産業を活用した特色ある学習活動の工夫に努める。 

    中名寄小学校：各学年 8名以内(通常の通学区域内通学者を含む) 

    智恵文小学校：各学年10名以内(      〃       ) 

    智恵文中学校：各学年20名以内(      〃       ) 

    風連下多寄小：各学年 8名以内(      〃       ) 

 

14 ≤─  

(１) 名寄市教育委員会及び教育関係機関と緊密に連携し、情報を共有することにより

学校の諸課題の解決を図るとともに、効果的な運営の推進に努める。 

(２) 少年団活動、学校支援地域本部事業、部活動など課外の諸活動・事業の効果的な

取組に向けて、関係機関・団体との連携に努める。 
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ₒ    ₓ 
・自分のまちに誇りと責任をもち、みんなで話し合い
ながら、住みよいまちをつくります。 
・からだとこころの健康を大切にし、互いに温かい思い
やりをもって、安心して暮らせるまちをつくります。 
・豊かな自然を守り育て、自然と調和した暮らしの環境
をととのえ、快適でうるおいのあるまちをつくります。 
・楽しく働き、創造力を発揮し、豊かな暮らしを誇れる
活力に満ちたまちをつくります。 
・知性と感性をみがき、こころ豊かな人と薫り高い文化
を育み、希望に輝くまちをつくります。 

 
ₒ    ₓ 

生命に畏敬の念をもち、他人を思いやる心豊かな児童生徒の育成を期
するとともに、自主・自律の精神をもち、しなやかにたくましく生きぬ
くことのできる人間の育成に努める。 

 【名寄市教育目標】 
１ 北国の風土に生き たくましく 
成長する人をはぐくみます 

２ 自ら学び 創造的に生きる人を 
はぐくみます 

３ ふれあいを大切にし 心豊かな 
人をはぐくみます 

４ 勤労と責任を尊び よりよい社 
会を築く人をはぐくみます 

５ 新しい時代を切り拓き 郷土の 
発展に尽くす人をはぐくみます 

  

ₒ      ─    ₓ 

1 学校の自主性・自律性の確立 
2 確かな学力を育てる教育の推進 
3 豊かな心を育てる教育の推進 
4 健やかな体を育てる教育の推進 

5 学校評価・学校職員評価の工夫 
6 危機管理体制の確立 
7 開かれた学校づくり 
8 学校間の連携・接続の推進 

  

ₒ       ─  ₓ 

教育課程 学習指導 道徳教育 特別活動 総合的な 

学習の時間 
生徒指導 

へき地・ 

複式教育 

キャリア 

教育 

健康・安全 

教育 

特別支援 

教育 

国際理

解教育 
研修活動 

通学区域の 

弾力化 

□新学習指
導要領の内
容を視野に
入れた適切
な編成、実
施、不断の
評価、改善 
□基礎的・
基本的な知
識・技能を
習得させる
指導の充実 
□思考力、
判断力、表
現力等を育
成する指導
の充実 
□授業時数
の実質的な
確保 
□幼、小、
中、高、大
など相互の
連携や交流 

□学習規律
の徹底 
□言語活動
の充実、言
語環境の整
備 
□自主的、
自発的な学
習の促進 
□個に応じ
た指導の充
実 
□学習意欲
の向上に生
かす評価の
工夫 
□学習習慣
の確立を図
る指導の充
実 
□海外から
帰国した児
童生徒への
適切な指導
の充実 
□情報教育
の充実 

□道徳教育推進教師
を中心とした指導体
制の充実 
□道徳科を要とした
計画的・発展的な指
導の充実 
□自らを振り返って
成長を実感したり、
これからの課題や目
標を見付けたりする
指導の工夫 
□自分の考えを基に
話し合ったり書いた
りするなどの言語活
動の充実 
□問題解決的な学習
など指導方法の工夫 
□情報モラルに関す
る指導の充実 
□道徳科の授業公
開、地域教材の開発
や活用など、家庭や
地域社会との共通理
解と相互の連携の推
進 
□指導に生かす評価
の工夫 

□各教科等
との関連や
市民文化セ
ンターEN-
RAYホール
等の活用を
工夫した全
体計画等の
作成、実
施、不断の
評価、改善 
□健全な生
活態度等を
育てる学級
活動の充実
□自発的、
自治的活動
を促す児童
会・生徒
会、クラブ
活動等 
□集団への
所属感等を
深める学校
行事の工夫 

□目標や内
容、育成す
る資質や能
力等を示し
た全体計画
等の作成、
実施、不断
の評価、改
善 
□探究的な
学習過程の
確立 
□他者と協
同して課題
を解決する
学習活動の
展開 
□市立天文
台や北国博
物館等の施
設や地域の
学習環境等
の積極的な
活用 

□自己指導能
力を育成する
取組の充実 
□望ましい人
格を形成する
教育相談の充
実 
□問題行動の
未然防止、早
期発見・早期
指導 
□生徒指導連
絡協議会や教
育相談センタ
ー等の関係機
関との連携 
□学校いじめ
防止基本方針
に基づくいじ
め防止等の対
策の推進 
□教師と児童
生徒との信頼
関係を深める
生徒指導の充
実 

□地域社
会と一体
となった
特色ある
教育活動
の推進 
□ 体 験
的・問題
解決的な
活動を取
り入れた
指導の工
夫 
□学び方
を身に付
けさせる
直接指導
や間接指
導の充実 
□集合学
習や交流
学習等の
促進、授
業実践交
流や研修
の共同化 

□目標や内
容、育成す
る資質や能
力等を示し
た全体計画
等の作成、
実施、不断
の評価、改
善 
□社会見学
や職場体験
活動等の効
果的な実
施、望まし
い勤労観や
職業観を育
てる指導の
充実 
□将来の夢
や目標の実
現に向かっ
て学び続け
る態度を育
てる進路指
導等の充実 

□地域や各学
校の特色を生
かした体力づ
くりの「１校
１実践」等の
充実 
□個の運動経
験や技能に応
じた指導の充
実 
□性や薬物乱
用防止など健
康に関する指
導の徹底 
□「早寝・早
起 き ・ 朝 ご
飯」運動など
食育の充実 
□食物アレル
ギーを有する
児童生徒への
適切な対応 
□自ら安全に
行動できる力
を育てる指導
の充実 

□教育支
援委員会
の効果的
な運営、
就 学 指
導、進路
指導の充
実 
□特別支
援教育コ
ーディネ
ーターを
中心とし
た教育支
援委員会
の機能の
充実 
□特別支
援学校や
特別支援
教育専門
家チーム
等による
教育相談
の活用 

□国際
交流の
促進 
□ＡＬ
Ｔなど
の効果
的な活
用 

□名寄市
教育研究
所の班研
究活動や
教育改善
プロジェ
クト委員
会の取組
との連携 
□学校の
教育課題
の解決を
図る校内
研修の推
進 
□教職経
験に応じ
た研修の
充実 

□郊外小規
模校におけ
る通学区域
外就学制度
の設定 
□基幹産業
を活用した
特色ある学
習活動の工
夫 

教育関係機関等との連携 

29  
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 ─  

  
（平成29年５月１日現在）※ 教員数等には休職者を含む 

学 校 名 校 長 名 所  在  地 電話・FAX番号 児童数 学級

数 

教員

数 

養 護 栄 養 事 務 

名 寄 小 学 校 池田 卓平 西１条南1丁目2番地 
01654-3-3304 

01654-3-3305 

特学 

普通 

11 

212 

4 

8 

5 

18 

 

1 

 

1 

 

2 

名 寄 南 小 学 校 三浦 礼子 西6条南12丁目55番地2 
01654-2-4164 

01654-2-4165 

特学 

普通 

8 

458 

5 

15 

6 

27 

 

1 

  

1 

名 寄 東 小 学 校 福田 孝夫 東3条南3丁目11番地 
01654-2-2041 

01654-2-4179 

特学 

普通 

15 

121 

5 

6 

7 

12 

 

1 

  

1 

名 寄 西 小 学 校 堀江  充 西7条南1丁目18番地 
01654-2-4177 

01654-2-4178 

特学 

普通 

10 

264 

4 

12 

5 

20 

 

1 

  

1 

中 名 寄 小 学 校 伊端 俊紀 字日彰285番地 
01654-2-3889 

01654-9-5640 

特学 

普通 

 

19 

 

3 

 

6 

 

1 

  

1 

智 恵 文 小 学 校 川崎 直人 字智恵文12線南3番地 
01654-8-2241 

01654-9-3550 

特学 

普通 

2 

28 

2 

3 

2 

6 

 

1 

  

1 

風連下多寄小学校 村上比呂人 風連町字瑞生1558番地 
01655-3-3932 

01655-3-3940 

特学 

普通 

1 

7 

1 

2 

1 

3 

 

0 

  

0 

風連中央小学校 赤澤 静恵 風連町西町201番地 
01655-3-2031 

01655-3-2569 

特学 

普通 

7 

138 

4 

6 

5 

11 

 

1 

 

1 

 

1 

計      小学校   8校     
特学 

普通 

54 

1,247 

25 

55 

31 

103 

 

7 

 

2 

 

8 

 

 

  
（平成29年５月１日現在）※ 教員数等には休職者を含む 

学 校 名 校 長 名 所  在  地 電話・FAX番号 生徒数 学級

数 

教員

数 

養 護 事 務 

名 寄 中 学 校 江口 貴彦 字豊栄101番地1 
01654-2-2147 

01654-2-2148 

特学 

普通 

15 

293 

5 

9 

6 

18 

 

1 

 

1 

名 寄 東 中 学 校 那須 隆哉 西2条北8丁目1番地3 
01654-2-3174 

01654-2-3175 

特学 

普通 

12 

249 

5 

8 

6 

17 

 

1 

 

1 

智 恵 文 中 学 校 向山  浩 字智恵文11線北2番地 
01654-9-3010 

01654-9-3011 

特学 

普通 

8 

13 

2 

3 

4 

10 

 

1 

 

1 

風 連 中 学 校 土肥 哲哉 風連町新生町167番地1 
01655-3-2026 

01655-3-2266 

特学 

普通 

9 

76 

3 

3 

4 

10 

 

1 

 

1 

計      中学校  4校       
特学 

普通 

44 

631 

15 

23 

20 

55 

 

4 

 

4 

※小・中学校とも電話・FAX番号欄は上段が電話番号、下段がFAX番号 
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 ─  

 

  

 

年 次 区 分 学校数 1年 2年 3年 4年 5年 6年 児童数 

平成27年度 

風連地区 3 23 22 38 23 24 23 153 

名寄地区 7 210 201 220 179 197 205 1,212 

計 10 233 223 258 202 221 228 1,365 

平成28年度 

風連地区 2 29 22 21 36 22 24 154 

名寄地区 6 198 205 192 220 176 194 1,185 

計 8 227 227 213 256 198 218 1,339 

平成29年度 

風連地区 2 23 27 22 22 37 22 153 

名寄地区 6 187 187 204 191 206 173 1,148 

計 8 210 214 226 213 243 195 1,301 

 

  

   

年 次 区 分 学校数 1年 2年 3年 生徒数 

平成27年度 

風連地区 1 36 30 27 93 

名寄地区 3 218 206 190 614 

計 4 254 236 217 707 

平成28年度 

風連地区 1 23 34 29 86 

名寄地区 3 192 210 202 604 

計 4 215 244 231 690 

平成29年度 

風連地区 1 25 23 37 85 

名寄地区 3 189 191 210 590 

計 4 214 214 247 675 

 

 ─  

 

年 次 区 分 卒業者数 
進学者 就職者 その他 

人数 率(％) 人数 率(％) 人数 率(％) 

平成27年 

３月 

風連地区 33 33 100.0     

名寄地区 165 165 100.0 
    

計 198 198 100.0 
    

平成28年 

３月 

風連地区 27 27 100.0     

名寄地区 190 188 99.0 1 0.5 1 0.5 

計 217 215 99.0 1 0.5 1 0.5 

平成29年 

３月 

風連地区 29 29 100.0     

名寄地区 201 201 100.0 
  

  

計 230 230 100.0 
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 本市には、認定こども園が２園、私立幼稚園が３園あり、それぞれの園において認定こ

ども園教育・保育要領又は幼稚園教育要領に基づき教育課程を編成し、特色ある教育活動

を行っています。これまでの私立幼稚園振興補助並びに幼稚園就園奨励費補助による助

成・支援を行っていた制度から、全ての園が平成27年度施行の子ども・子育て支援法に基

づく施設型給付費による施設運営に移行しています。 

 また、小学校との日常的な連携を密にし、小学校教育への円滑な接続・移行が図られる

よう努めます。 

 

 ─ ↓≥╙ ה  
 （平成29年５月１日現在） 

幼稚園名 住  所 電 話 代表者 設立年月日 
就園状況 

合 計 
３歳児 ４歳児 ５歳児 

学校法人 

山崎学園 

光名幼稚園 

西２条南10丁目

１番地 

01654- 

2-4741 

園長 

山崎 博信 
S33.６.10 20 28 22 70 

学校法人 

北海道キリスト教学園 

認定こども園名寄幼稚園 

東１条南２丁目

１番地 

01654- 

3-0280 

園長 

中川 貞惠 
S25.９.１ 33 49 38 120 

学校法人 

名寄大谷学園 

名寄大谷認定こども園 

西５条南２丁目

10番地 

01654- 

2-2668 

園長 

白井 慶子 
S33.５.６ 31 38 35 104 

学校法人 

旭川カトリック学園 

名寄カトリック幼稚園 

西３条南４丁目

17番地 

01654- 

2-2632 

園長 

長尾 俊宏 
S25.９.13 27 32 35 94 

学校法人 

風連学園 

風連幼稚園 

風連町西町284

番地 

01655- 

3-2133 

園長 

加藤 紀子 
S29.５.10 12 14 19 45 

 
 

ה╙≤  ≡  

・施設型給付費負担（認定こども園・幼稚園が保護者の代理で給付を受け、サービス

を提供） 

 

β ╟╡ ─ │⁸↓≥╙ ⌐ ⌐⌂∫≡

™╕∆⁹ 
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 ☿fi♃כ 

 ─  

 ・名  称 名寄市学校給食センター 

  TEL 01654-2-4307（FAX 2-4308） 

 ・位  置 〒096-0035 

  北海道名寄市西５条北10丁目54番地６ 

 ・開設年月 平成３年12月改築 （平成４年1月供給開始） 

 ・改修工事 平成18年12月（風連町合併に伴う改修工事） 

 ・敷地面積 3,257.75㎡ 

 ・建物面積 997.163㎡  （建築基準法1,104.789㎡） 

 ・構  造 鉄筋コンクリート造一部２階建 

 ・排水処理施設 80㎡  （回転円板方式） 

 

 

 
 

 

 ☿fi♃כ─  

  名寄の学校給食は、戦後混乱期の昭和22年（1947年）に名寄小学校で始まりました。 

 
この給食は、父母が食材を持ち寄って行われたボランティアによるものであったと記録に残ってこ

の給食は、父母が食材を持ち寄って行われたボランティアによるものであったと記録に残って 

 おります。 

  本格的に学校給食が開始したのは昭和41年（1966年）になってからであり、現名寄小学校の敷地 

 に学校給食センターが開設され各小中学校に給食が提供されるようになりました。 

  当時は児童生徒数も多く、１日約6,300食を供給しておりました。 

  その後、このセンターは26年間使用いたしましたが、施設の老朽化に伴い、平成４年1月より最 

 新設備の整った現在の学校給食センターに移転し、現在に至っております。 
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 昭和22年   名寄小学校で学校給食開始 

 昭和23年   名寄南小学校で学校給食開始 

 昭和40年９月 センター建設着工（名寄市西1条南1丁目） 

 昭和40年12月 センター完成（鉄筋ブロック造一部2階建 ・470.55㎡） 

 昭和41年４月 センター方式で全小中学校へ学校給食開始（6,254食） 

 昭和45年８月 食缶 ・食器の配送を廃止し、パック方式に 

 昭和49年６月 使い捨て容器を廃止し、回収食器に 

 昭和52年９月 米飯給食開始 

 昭和61年６月 パック方式を廃止し、食缶方式に 

 昭和63年１月 もち給食開始 

 昭和63年４月 赤飯給食開始 

 平成３年５月 現センター建設着工 

 平成３年12月 現センター完成 

 平成４年１月 供給開始 

 平成５年４月 アレルギー給食開始 

 平成６年５月 会食型高齢者給食開始（随時） 

 平成７年７月 宅配型高齢者給食開始（毎週 金曜日） 

 平成９年５月 サテライト型デイサービス給食開始（毎週 月・水・金曜日） 

 平成15年２月 国体給食 

 平成18年12月 風連町・名寄市合併に伴う改修工事 

 平成19年２月 学校給食センターの部分的民営化に向けて検討 

 平成19年４月 風連町・名寄市合併に伴う学校給食センターの統合 

 平成19年４月 会食型・宅配型高齢給食の民営化 

 平成20年４月 風連町・名寄市合併に伴う学校給食会の統合 

 平成20年４月 栄養教諭制度の導入 ２名配置(名寄小学校１名 風連中央小学校１名) 

 平成23年３月 ＨＡＣＣＰ評価取得 

 

 

 ☿fi♃כ─  

 ・平成29年度事業計画 

  小中学校  全校2,199名 小学校8校 1,301名＋教員141名 282,600食/年  

  （児童生徒1,976名＋教員223名） 中学校 4校   675名＋教員82名 148,400食/年  

     幼稚園、保育所（僻地）、試食等  25,000食/年  

  年間稼動日数（207日）  456,000食/年  

  １日当たり平均食数 2,214食/日  

  

・平成29年度学校給食センター稼働日   207日  

  １学期 ４月６日～７月27日 77日間  

  ２学期 ８月22日～12月22日 84日間  

  ３学期 １月17日～３月23日 46日間  

  合    計 207日間  
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 ・給食費 

    一食単価   

  

小 学 校 

低学年（１・２年生） ２５０円 Ｈ 

27 

年

度

改

正 

  中学年（３・４年生） ２５２円 

  高学年（５・６年生） ２５４円 

  中 学 校 ２９７円 

     

・給食の内容 

 

米  飯 週3.5回 

パ  ン 週0.5回 （２週間に１回） 

  麺  類 週  １回  

  

 ・職員構成  （36名）                                     （平成29年4月1日現在） 

   市職員 道職員 嘱託職員 臨時職員  

   所長 総務係長 調理師 栄養教諭 配送・ボイラー 栄養士 調理職員 調理ﾊﾟｰﾄ  

   1 1 0 2 6 2 2 22  

 ・特色 

 ①   平成５年４月より、食物アレルギーを持つ児童・生徒が健康な生活を営めるよう、 

  家庭の食事療法に協力するという立場でアレルギー給食を実施しています。 

  ・アレルギー給食（平成29年5月１日現在31名の児童生徒へ供給） 

  小学校（児童） 24名 

  中学校（生徒）  7名 

  

 ② 米飯、魚を基本にした日本型給食です。使用する食材料は地場産のものを活用する 

  ことで安全性を図りながら、栄養バランスにも配慮した献立メニューを専門の栄養士 

  が立案します。 

 

 ③ 季節の行事食を提供。（各 節句かしわもち、さくらもち、大好きパン、ｸﾘｽﾏｽｹｰｷ等） 

  学校給食の献立に地域の郷土料理や伝統料理を取り入れることは、国や地域の伝統文 

  化を継承していくための関心や意欲を高める上で大きな教育効果が期待できます。 

 

 ④ 地場産品の活用 

  地場産業の育成に繋がるということで、地場産食材を積極的に取り入れています。 

  地元米粉・もち米粉を使用したパンの提供も行い、地場産米の消費拡大を図ってい 

  ます。地場産もち米による赤飯給食も実施しています。 

  学校給食において地場産物を使用することにより、児童生徒が学校給食の食材を 

  「生きた教材」として、地場産物の活用の意味や地域の産業、働く人々について学ぶ 

  

とともに、地域社会に対する誇りや愛情を育てることができます。 

 平成28年度の地場産使用率  63.4％ 
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Ὣ⁸׀  Ẏἶ 

Ὣ⁸׀ Ẏἶ Ẏἶ  

ה  ─ ה ה  

 

ᵑ  

名寄市立大学は、ケアの未来をひらき、小さくてもきらりと光る大学を目指す。 

 

ᵒ  

◎名寄市立大学は、高度な知識と技術および高い倫理性を有し、保健・医療・福祉の連

携と協働を支えうる専門職を育成する。 

◎名寄市立大学は、地域が抱える種々の課題について研究し、それらを解決することに

よって新しい未来をひらく。 

 

ᵓ ─  

◎多様でかけがえのない存在である「ひと」への理解を深めるとともに、自らの人間性

と能力を高める力を育む。 

◎専門領域の知識や技術を高めるとともに、自らが課題を発見し、課題解決に主体的に

取り組む力を育む。 

◎関連する諸領域を幅広く理解し、支援サービスの連携・協働においてパートナーシッ

プを発揮できる力を育む。 

◎幅広い理解力・判断力を養う教養や社会問題への関心を持ち続ける心を育む。 

◎地域社会はもとより、人類が抱える諸問題と異文化にも関心を持ち、広く世界の中で

自己の存在を位置づけ行動する意欲を育む。 

 

 

 

①理念 

 名寄市立大学短期大学部は、ケアの未来をひらき、小さくてもきらりと光る大学を目指す。 

 

②目的 

◎名寄市立大学短期大学部は、幅広い教養とともに保育学に関する専門的知識、技能を身

につけた専門職者を育成する。 

◎名寄市立大学短期大学部は、地域社会の生活・福祉・教育の向上と文化の進展に貢献する。 

 

③教育目標 

◎多様な子ども・ひとに関する理解を深めるとともに、自らの人間性と専門的能力を高め

る力を育む。 

◎社会的視野から保育を見据え、子どものより良き生活や発達支援に携わる基礎となるヒ

ューマニズムを育む。 

◎たくましくしなやかな心身とともに、地域社会に貢献できる主体性を育む。 
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ה  ─  

 

 （１）学生の在籍状況（単位：人）                 （平成29年5月1日現在） 

男 女 小計 男 女 計 男 女 小計 男 女 小計 男 女 計 男 女 小計 男 女 計

7 34 41 5 47 52 18 34 52 4 46 50 34 161 195 0 0 0

4 36 40 2 53 55 20 32 52 3 49 52 29 170 199 0 1 1

4 40 44 4 46 50 18 38 56 26 124 150

3 39 42 7 45 52 17 37 54 27 121 148

18 149 167 18 191 209 73 141 214 7 95 102 116 576 692 0 1 1 116 577 693

２年

３年

４年

 栄養学科  看護学科 社会保育
学科 学部計  児童学科

　

　 学科等

　学年

保健福祉学部 短期大学部
合計

社会福祉
学科

計

１年

 

（２）教員組織（単位：人）              （平成29年5月1日現在） 

教授 准教授 講師 助教 計

5 4 4 5 18 1

8 5 4 8 25 2

8 5 4 1 18 0

8 4 2 1 15 0

4 3 1 0 8 0

1 33 21 15 15 84 3

1(兼)8(兼)4(兼)2(兼)1(兼)15(兼)0

1(兼)8(兼)4(兼)2(兼)1(兼)15(兼)0

1 33 21 15 15 84 3

8.2人

短
大
部

児童学科 －

小　計 －

専任教員1人
当たり学生数

栄養学科

1

9.3人

看護学科 8.4人

社会保育学科 －

教養教育部 －

保
健
福
祉
学
部

学科名 学長
専任教員数

助手

小　計

社会福祉学科 11.9人

合　計

 

 

 

 

（３）事務組織（単位：人）             （平成29年5月1日現在） 

次長 課長 係長 係 事務補助 図書業務 就職支援 計

(1) 2 2 7 8 -

1 - - - - -

1 3 4 2 - -

(1) 2 2 - - 2

1 2 7 8 9 8 2 381

事務局長 課

1

総務課

教務課

学生課

1
参　事
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（４）平成29年度入試結果（単位：人）                   （平成29年5月1日現在） 

入試

区分
志願

者数

受験
者数
Ａ

合格
者数
Ｂ

倍率
Ａ/
Ｂ

志願

者数

受験
者数
Ａ

合格
者数
Ｂ

倍率
Ａ/
Ｂ

志願

者数

受験
者数
Ａ

合格
者数
Ｂ

倍率
Ａ/
Ｂ

推薦 55 55 15 3.7 70 70 20 3.5 32 32 20 1.6

社会人 0 0 0 － 3 3 1 － 0 0 0 －

一般

前期
65 60 25 2.4 143 124 33 3.8 90 81 34 2.4

一般

後期
69 26 7 3.7 65 16 7 2.3 61 12 9 1.3

入試

区分
志願

者数

受験
者数
Ａ

合格
者数
Ｂ

倍率
Ａ/
Ｂ

推薦 35 35 20 1.8

社会人 0 0 0 －

一般

前期
44 41 31 1.3

一般

後期
38 11 8 1.4

保
健
福
祉
学
部

社会福祉学科（入学定員50人）

募集人員 募集人員 募集人員

15 20 20

栄養学科（入学定員40人） 看護学科（入学定員50人）

若干名 若干名

社会保育学科（入学定員50人）

募集人員

20

若干名

25

5

若干名

21 25 25

4 5 5

 

 

 

（５）平成28年度卒業者の就職進学等状況（単位：人） （平成29年5月1日現在） 
卒業
者数

就職率
進学
者数

その
他

市内 5

道内 21

道外 12

小計 38

市内 11

道内 32

道外 7

小計 50

市内 4

道内 28

道外 20

小計 52

市内 4

道内 39

道外 2

小計 45

200 185 5 10合　　計

短
期
大
学
部

児童学科 49 100.0% 2 2
保育士就業    　26人
幼稚園教諭就業　 4人
保育教諭就業　　 8人

社会福祉学科 55 98.0% 0 3

就職決定者数 備考

保
健
福
祉
学
部

栄養学科 44 92.7% 1 5

看護学科 52 100.0% 2 0

看護師就業
　　38人（市内 9人）
保健師就業
　  8人（市内 1人）
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（６）平成28年度卒業者の国家資格取得状況（単位：人） 

 

 

 

 

（７）平成28年度卒業者の教員免許取得状況（単位：人） 

9

7

1

5

9

48

特別支援学校教諭１種知的・肢体不自由・病弱

短期大学部 幼稚園教諭２種

保
健
福
祉
学
部

中学校教諭１種 社会

高等学校教諭１種
公民

福祉

栄養教諭１種

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験者数
（人）

合格者数
（人）

38 29

51 50

20 20

49 30社会福祉学科 社会福祉士 61.2% 47.0%

看護学科

看護師 98.0% 94.9%

保健師 100.0% 92.6%

学科名 国家資格 合格率(%)
全国新卒
 合格率(%)

栄養学科 管理栄養士 76.3% 85.1%



26 

 

 ─  

 （１）施設の概要 

 

※面積には、大講義室、コミュニティケア教育研究センター等を含む。 

 

（２）図書、学術雑誌、視聴覚資料、電子情報等の整備状況 

   ○蔵書数（単位：冊） 

2015

2016

年度
本館 分館

総和書数 総洋書数 総蔵書数
和書 洋書 和書 洋書

89,550

56,286 2,768 31,872 1,239 88,158 4,007 92,165

54,945 2,338 31,021 1,246 85,966 3,584

 

 

○逐次刊行物（単位：冊） 

2015 19 67 38 19 23 166 15 7 2 0 0 24 190

2016 16 65 48 19 23 171 15 7 2 0 0 24 195

雑
誌
総
数

栄養 看護
社保
児童

共通 総数 栄養 看護
共
通
総
数

年度

和雑誌

社会
福祉

社会
福祉

社保
児童

洋雑誌

 

 

○視聴覚資料数 

CD-

ROM

2015 135 656 872 0 57 15

2016 134 676 873 0 58 68

年度 CD DVD ビデオ

カセッ

トテー

プ

紙芝居 総数

1,735

1,809  

 

○電子ｼﾞｬｰﾅﾙ・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ利用（平成29年1月31日現在）（単位：ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ数） 

DL数

519

アクセス数 検索数 アクセス数 検索数 アクセス数
アクセ
ス数

検索数

2,6405,512 24,770 1,698 5,945 75 397

メディカル

オンライン CiNii 医中誌 聞蔵Ⅱ

EBSCO

Academic Search

Elite

 

 

○図書受入（平成29年1月31日現在）（単位：冊） 

全国平均 2,211(2,470) 501（203）

種類 図書 雑誌

冊数・誌数 2,498(1,823) 386（230）

 

※平均は、平成28年度学術情報基盤実態調査-単科公立大学 （括弧内は前年度のデータ） 



 

27 

 

 

 

（３）図書館利用状況 

○図書貸出状況（平成29年1月31日現在） 

 

※括弧内は前年度のデータ （開館日数 202日） 

 

○学科別貸出状況（平成29年1月31日現在） 

社会
保育 -

5.9

-

1,201

-

14.6

-

2,953

561 2.8 206 1.0

(2,841) (11.8)
児童

(1,024) (4.2)

(1,493) (6.2)

社会
福祉

3,588 17.8 1,546 7.7

(3,243) (13.5) (1,346) (5.6)

(4,051) (16.8)
看護

(3,810) (15.8)

4,186 20.7 1,710 8.5

人/日

栄養
3,504 17.3 1,376

貸出冊数 貸出人数

冊 冊/日 人

6.8

(1,390) (5.8)

 
※括弧内は昨年度のデータ 

 ─  

⁷ ⁷

 

  
貸出冊数 貸出人数 

冊 冊/日 人 人/日 

総計 
17,706 87.7  7,196 35.6  

(16,395) (68.0) (6,183) (25.7) 

学生 
14,792 73.2  6,039 29.9  

(13,945) (57.9) (5,253) (21.8) 

教職員 
2,180 10.8  824 4.1  

(1,707) (7.1) (699) (2.9) 

学外者 
695 3.4  313 1.5  

(715) (3.0) (303) (1.3) 

団体等 
39 0.2  20 0.1  

(28) (0.1) (8) (0.0) 
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 経済的理由によって就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して、その就学に必要な援助を行

います。 

 

（１）平成29年度就学援助費の内訳（ただし、※は平成28年度実績の平均支給額） 

 

区   分 小 学 校 中 学 校 支  給  内  容 

新入学児童生徒 

学 用 品 費 等 
1年 

円 

40,600 

円 

47,400 

小学校又は中学校に入学する児童生徒が通

常必要とする学用品及び通学用品 

学 用 品 費 
1～ 6年 11,420 ― 各教科及び特別活動の学習に必要とされる

学用品 1～ 3年 ― 22,320 

通 学 用 品 費 
2～ 6年 2,230 ― 

通学用靴、雨傘等の通学用品に係る経費 
2～ 3年 ― 2,230 

体育実技用具費 
ス キ ー ※ 27,450 ※ 37,487 

体育授業の参加に必要な体育実技用具 
柔 道 着 ― 4,536 

宿 泊 校 外 活 動 費 
※ 

50 

※ 

3,342 

学校行事として宿泊を伴う校外活動に参加

するために必要な交通費及び見学料などの

経費 

修 学 旅 行 費 
※ 

22,385 

※ 

56,455 

修学旅行に必要な交通費、宿泊費、見学料

などの経費 

学 校 給 食 費 
1～6年 ※ 47,499 ― 

学校給食に要する食費の金額 
1～3年 ― ※ 54,271 

医 療 費 

※ 

7,894 

 

※ 

6,257 

 

伝染病又は学習に影響のある疾病（学校

病）にかかり、学校から治療の指示を受け

た場合、その治療に要する費用 （※学校

病とは、トラコーマ及び結膜炎、白癬、疥

癬及び濃痂疹、中耳炎、慢性副鼻腔炎及び

アデノイド、う歯、寄生虫病をいう。） 

ク ラ ブ 活 動 費 ― 14,800 

部活動加入者に対し、部活動の実施に必要

な用具に係る経費（部活動支援費・後援会

費などは除く） 

生 徒 会 費 ― 
(上限) 

5,450 
生徒会費として一律に負担すべきこととな

る経費 

Ｐ Ｔ Ａ 会 費 
(上限) 

3,380 

(上限) 

4,190 
ＰＴＡ活動に要する費用として一律に負担

すべきこととなる経費 

 

（２）平成26・27・28年度就学援助の状況 
（単位：千円） 

区   分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

小学校 
実 施 人 員  230 215 207 

決 算 額 16,701 15,829 15,848 

中学校 
実 施 人 員  112 116 116 

決 算 額 12,824 13,944 12,791 

計 
実 施 人 員  342 331 323 

決 算 額 29,525 29,773 28,639 
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 小学校及び中学校の特別支援学級に在籍し、就学援助の対象とならない児童生徒の保護者の経済的

負担を軽減するための援助を行うことにより、特別支援教育の振興を図ります。 

 

（１）平成29年度就学奨励費の内訳（ただし、※は平成28年度実績の平均支給額） 

 

区   分 小 学 校 中 学 校 

新 入学 児童生徒 

学 用 品 費 等 
1年 

円 

10,235 

円 

11,775 

学用品費等購入費 

2～6年 5,710 ― 

2～3年 ― 11,160 

体育実技用具費 
スキー 

（上限） 

13,010 
（上限）18,670 

柔 道 ― （上限） 3,755 

宿 泊 校 外 活 動 費   ※     25 ※   1,675 

修 学 旅 行 費 ※ 11,425 ※ 29,936 

学 校 給 食 費 
1 ～ 6年 ※ 22,615 ― 

1 ～ 3年 ― ※ 27,063 

通 学 費 

通 級 指

導 教 室 
※  4,845 ― 

特 別 支

援 学 級 
※   4,915 ※  19,704 

 

（２）平成26・27・28年度特別支援教育就学奨励費の状況 
（単位：千円） 

区   分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

小学校 
実 施 人 員  40 40 34 

決 算 額 1,256 1,256 1,228 

中学校 
実 施 人 員  18 18 23 

決 算 額 893 893 1,433 

計 
実 施 人 員  58 58 57 

決 算 額 2,149 2,149 2,661 
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 名寄市では、学業成績が優秀であって経済的に就学が困難な学生及び生徒に対して、他機関から

貸付けを受けた奨学金並びに修学資金にかかる利子の一部を補給する制度を次により実施していま

す。 

（１）奨学生の資格 

① 親又はこれに代わるべき者が名寄市民であること。 

② 大学院、大学、専修学校（専門課程）、各種学校、高等専門学校及び高等学校に在学してい

ること。 

③ 学業成績優秀、性行善良であること。 

④ 学資の支弁が困難であること。 

（２）対象者 

   上記の資格を有した者で、独立行政法人日本学生支援機構奨学生として有利子奨学金の貸

付けを受けた者又は㈱日本政策金融公庫の修学資金、民間金融機関等の修学制度資金の貸付

けを受けた者。 

（３）申込期間            毎年１０月末日まで 

（４）利子補給額 

   下記基準額（貸付けを受けた額が基準額に満たない場合は、貸付けを受けた額）に対し、 

① 独立行政法人日本学生支援機構奨学生・・・基準額にその貸付利率を乗じて得た額 

② 上記以外・・・所得金額によって、基準額に利率３％を限度として補給。 

  ※利子補給基準額：月額 

区  分 補給基準額（月額） 

大 学 ・ 大 学 院 40,000円 

専 門 学 校 30,000円 

高 等 専 門 学 校 15,000円 

高 等 学 校 10,000円 

 

  

 合併に伴い、平成18年度から５年間の特例区事業として、要件を満たす者に対し教育資金の貸付

制度（無利子）を実施していましたが、平成22年度をもって終了しました。 

 貸付けを行った育英金については、今後も引続き返還していただきます。 
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 名寄市における文化・スポーツの振興を図るため、名寄市教育振興基金を活用し、全道・全国大会

に出場する小中学校児童生徒及び全国大会に出場する高等学校生徒に対し、大会出場に要する費用の

一部を助成します。 

平成26・27・28年度事業の実績 

                             （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 №╢  

市内児童生徒の健全育成を目的として、特色ある教育活動を行う者に対し、その活動に要する費用

の一部を助成します。 

平成26・27・28年度事業の実績 

                                （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年度 平成27年度 平成28年度

申請事業数 45 46 39

補助金交付額 3,150 4,872 4,570

うち小学生 990 1,755 1,672

うち中学生 2,053 2,798 2,716

うち高校生 107 319 182

平成26度 平成27年度 平成28年度

申請事業数 4 4 1

補助金交付額 127 119 30

うち小学生 77 69 17

うち中学生 0 0 0

うち高校生 0 0 0

うちその他 50 50 13
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1  

「心豊かに、たくましく生きぬく児童生徒の育成」 

 

2 ─  

今日、学校教育においては、保護者や地域住民の期待に応えるため、子ども一人一人に「生

きる力」を確実に育むことが求められている。このため各学校では、学習指導要領の趣旨を踏

まえ、児童生徒の人間としての調和のとれた育成を目指し、地域や学校の実態、児童生徒の発

達段階や特性等を考慮して、適切な教育課程を編成、実施することが大切である。 

このような課題を受け止め、名寄市教育研究所においては、上川管内教育研究会と連携し、

小・中学校における教育の内容、方法、制度等に関する調査研究などに取り組み、児童生徒の

基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ、よりよく問題を解決する資質・能力や他人を

思いやる豊かな心、たくましく生きるための健やかな体などの育成に努めている。 

そこで、今後も、これまでの研究の流れを継続し、各部・各班・教育改善プロジェクト委員

会の取組を一層充実させることにより、知・徳・体の調和のとれた児童生徒を育成することが

重要と考え、本研究主題を設定した。 

 

3 ─  

「名寄市教育研究所条例」に基づき、各種の提言、事業、研究活動等を推進する。また、北

海道教育研究所連盟（道研連）や上川管内の市町村教育研究会で構成されている上川管内教育

研究会（上教研）と連携を図りながら事業を推進する。 

(1) 研究主題の解明にあたっては、具体的かつ実践的な研究活動の推進に努める。 

(2) 上川管内教育研究会、上川教育研修センター等と連携し、研究推進体制の充実に努める。 

(3) 授業公開による研究交流や日常実践の交流、外部講師・施設の活用等を図り、班研修の

活性化と研修内容の充実に努める。 

(4) 名寄市教育改善プロジェクト委員会の成果と課題を踏まえ、各種事業等の推進に努める。 

 

4 ─  

(1)  所報（名寄市教育・研究紀要含む）の発行については、研究体制や研究内容・活動内容

等の情報の共有化が図られるよう努める。 

(2)  名寄市教育研究大会については、公開授業、研究協議等を通して、具体的かつ実践的な

研究活動を推進する。研究委託校（名寄南小・名寄東中）は、「学校力向上に関する総合実

践事業」等の取組を踏まえ、研究の成果を公開する。 

(3)  名寄市教育研究発表集会については、名寄市教育改善プロジェクト委員会や調査研究部

の発表、講演等を通して、研究の成果と課題についての共通理解を深める。 

(4)  研究班の一斉研修や上川管内教育研究会北部地区研究大会については、上川管内地区研

究大会研究推進の手引等を活用し、研修活動の充実に努める。 

(5)  名寄市小中学校音楽発表会や各種児童生徒作品展等については、音楽科や図画工作科等

の学習の成果の交流に努める。 

(6)  その他、必要に応じて専門委員会を設置し、調査報告、提言等を行う。 
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ה 5 ⱪ꜡☺▼◒♩ ─  

(1)   

① 各部と連携を図った各種事業の企画・運営 

② 道研連、上教研など、関係団体との連携協力 

③ 年3回（6月、11月、3月）の所報の発行 

④ 効果的で適正な会計業務の推進 

 

(2)   

① 名寄市教育改善プロジェクト委員会の3つの研究グループと連携した調査・分析の推進 

 

(3)   

① 研究班活動の推進 

年3回（4月、6月、8月）の開催 

② 名寄市小中学校音楽発表会の開催 

平成29年9月28日（木） 

会場 名寄市民文化センターＥＮ-ＲＡＹホール 

③ 名寄市教育研究大会の開催 

  平成29年11月14日（火） 

会場 名寄南小学校・名寄東中学校 

④ 名寄市教育研究集会の開催 

  平成30年1月23日（火） 

会場 名寄市民文化センターＥＮ-ＲＡＹホール 

⑤ 各種児童生徒作品展等の開催・協力 

・上教研北部地区Ｂブロック巡回作品展 

・市民文化祭小中学校児童生徒作品展 

・書道紙上作品展 

・読書感想文コンクール 

 

(4)   2 ⱪ꜡☺▼◒♩  

① 推進のテーマ 

  児童生徒に「生きる力」を育み、夢と希望を拓く名寄市教育の創造 

～全小・中学校が一体となった効果的・効率的・継続的な学校改善を図る取組を通して～ 

 

② 推進の重点 

○「生きる力」を育成する教育の推進 

○「地域とともにある学校づくり」の推進 

○インクルーシブ教育システムの構築を目指す特別支援教育の推進 
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③ 今年度の主な取組 

■教育経営の充実に関する研究グループ 

□学校経営の充実 

  ・名寄市共通のモデル的な学校経営計画の作成 

・社会に開かれた教育課程の編成に係る研修 

・コミュニティ・スクール、小中一貫教育の取組状況の交流、導入の促進 

・各種指定事業に基づく実践交流 

・先進校視察等ミドルリーダー育成研修の実施 

 □学級経営の充実 

・学級経営プログラム等の作成と到達状況の把握 

   

■教育研究（研修）の充実に関する研究グループ 

□「特別の教科道徳」の年間指導計画作成と授業研究 

□外国語活動、外国語の年間指導計画の作成、時間割編成の工夫、アクティビテイ等の

研究 

□体力・運動能力調査の結果・分析を踏まえた研究 

 

■教育指導の充実に関する研究グループ 

□主体的・対話的で深い学びの理解と各学校の授業研究 

  ・アクティブ・ラーニングのイメージの共有 

 ・アクティブ・ラーニングの授業づくり 

 ・ＩＣＴを効果的に活用するための工夫（先進事例の研究） 

□問題行動の理解、いじめ・不登校への対応の交流・研修 

 ・楽しい学校生活を送るためのアンケートＱーＵの効果的な使い方に関する研究  

 ・困り感のある全ての児童生徒の指導の充実に関する研究 
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学　　校　　名 校長名 課　　程
学
級
数

生
徒
数

所在地 電　話（ＦＡＸ）

普 通 科 11 396 (事務室TEL・FAX) 3-6841

計 11 396 (職員室TEL) 3-6842

電 子機 械科 3 70 (事務室TEL・FAX) 2-3066

建築システム科 3 59 (職員室TEL) 2-3067

生 活文 化科 3 77

酪 農科 学科 3 48 (TEL) 2-4191

計 12 254 (FAX) 2-4192

上 川北 部医 師会 准 看護 師科 2 40 (TEL) 2-5311

附 属准 看護 学院 計 2 40 (FAX) 2-5621

各
種
学
校

道立

西５北２吉田　　肇私立

高

等

学

校

鈴木　　聡名 寄 高 等 学 校

西５北５

杉田　良二
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（平成29年５月１日現在）


